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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

革新的なセラミック3D造形技術による新型炉用燃料開発の効

率的な加速を目指し、粒子スラリー技術、光造形技術、スパーク

プラズマ焼結技術の各工程の物理現象及び中性子照射挙動のマ

ルチスケール・マルチフィジックスシミュレーション技術に関

する研究開発を実施し、燃料製造の共通基盤技術を実現するこ

とを目的として、以下の研究開発を行う。 

１）スラリー挙動評価技術 

２）積層造形評価技術 

３）スパークプラズマ焼結評価技術 

４）照射挙動評価技術 

２．総合評価 
Ａ 

・3DプリンタによりSiCのペレットを製造することに成功してお

り、後継課題では燃料会社が参画し、実用化を目指している点

は評価ができる。 

・スラリーの挙動を上手く調整し、形状化、光硬化、焼結とコン

トロールが出来ていたことは評価ができる。 

・一方で、実用化については、定量的な考察など、まだ課題も多

いため、一つずつ積み上げて欲しい。 

 

 

 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


